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ポリ塩化ビニル
ポリカーボネート

（材質）

チューブ プラスチックビン針

【禁忌・禁止】
　・再使用禁止

【形状・構造及び原理等】
　＜構造図（代表図）＞

　・本品はポリ塩化ビニル（可塑剤：トリメリット酸トリ
　　ス（２－エチルヘキシル））を使用している。

（仕様）
　・JIS T 3211（滅菌済み輸液セット）を準拠する。

【使用目的又は効果】
　・本品は、輸液ボトル等を連結して連続輸液や大量輸液、
　　または、輸液剤の調整等に用いるチューブである。

【使用方法等】
　１．包装側面の開封口より開封し、汚染に十分注意しな
　　　がら連結管を取り出す。
　２．プロテクターをまっすぐ引き外して、連結させる輸
　　　液ボトル等の穿刺部位へビン針を穿刺する。
　３．必要に応じてエアー針を用いる。
　＜使用方法等に関連する使用上の注意＞
　・プロテクターを外す場合には、針先がプロテクターに
　　接触しないように注意すること。［針先が変形して、切
　　れ味が悪くなるおそれがある。］
　・プロテクターをかぶせる場合には、誤刺及びプロテク
　　ターからの針の飛び出しに注意して慎重に行うこと。
　［針刺し及び感染のおそれがある。］
　・針管には直接手を触れないように注意すること。［針刺
　　し及び感染のおそれがある。］
　・ビン針はゴム栓にゆっくり、まっすぐ刺通すること。
　　また、同一箇所に繰り返し刺通しないこと。［チューブ
　　内にゴム片が混入するおそれがある。］
　・ビン針はゴム栓に対して斜めに刺通したり、刺通中に
　　横方向の力を加えないこと。［ビン針に曲がりや破損が
　　生じるおそれがある。］

　・ビン針の刺し直しに注意すること。［チューブとビン針
　　は非接着なため、チューブ内に薬液が入った状態で刺
　　し直しを行うと、チューブとビン針の圧入部に薬液が
　　浸透してチューブが外れるおそれがある。］

【使用上の注意】
　＜重要な基本的注意＞
　・使用前、刺通部がしっかり刺通されていることを確認
　　すること。また、使用中は本品の破損、刺通部の緩み
　　及び液漏れ等について、定期的に確認すること。
　＜不具合・有害事象＞
　１）その他の不具合
　　　汚染、包装の損傷、刺通不良、漏れ、外れ、亀裂、
　　　詰まり
　２）その他の有害事象
　　　感染

【保管方法及び有効期間等】
　＜保管方法＞
　・水ぬれに注意して保管すること。高温又は湿度の高い
　　場所や、直射日光の当たる場所には保管しないこと。
　＜有効期間＞
　・内箱の使用期限欄を参照のこと。［自己認証（自社データ）
　　による］

【製造販売業者及び製造業者の氏名又は名称等】
　製造販売業者　株式会社トップ（添付文書の請求先）　
　TEL 03-3882-3101
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